
教職員の協働意識を高める校内研修の充実
― 生徒とのより良い関わりを支援する

「サポートブック」の作成と活用を通して ―

長期研修員 大塚 純子

《研究の概要》

本研究は、生徒指導・教育相談における教職員の資質の向上と、組織で協働して生徒指

導・教育相談に取り組んでいこうとする意識を高めることを目的とした。はじめに、総合

教育センター基幹研修等該当者を対象に、若手教員の生徒指導を進める上での課題と中堅

教員の生徒指導を進める上での工夫を把握するための実態調査を行った。次に、その調査

結果を生かして、組織で協働する意識を高めることを目指した「校内研修プログラム」と、

生徒とのより良い関わりを支援する「サポートブック」を作成した。「サポートブック」

を補助資料として用いた「校内研修プログラム」の実施や、教職員への指導・助言場面に

おいて「サポートブック」を活用することにより、教職員の生徒指導・教育相談の課題に、

組織で協働して取り組む意識が高まることを実践を通して明らかにした。

キーワード 【生徒指導 教職員 校内研修 協働意識 より良い関わり】

群馬県総合教育センター
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Ⅰ 主題設定の理由

中学校学習指導要領総則（平成20年３月公示）では、「教師と生徒の信頼関係及び生徒相互の好まし

い人間関係を育てるとともに生徒理解を深め，生徒が自主的に判断，行動し積極的に自己を生かしてい

くことができるよう，生徒指導の充実を図ること」が大切であると述べられている。中央教育審議会（答

申）（平成17年10月）の「新しい時代の義務教育を創造する」では、「教師の質の向上のためには、職

場の同僚同士のチームワークを重視し、全員のレベルを向上させる視点と、個々の教師の（中略）向上

を図っていく視点の両方を適切に組み合わせることが重要である」と提言されている。また、群馬県教

育委員会から出された「平成29年度学校教育の指針」の解説では、生徒指導において、教職員間の温度

差を取り除くこと、組織的・計画的に生徒指導を行うことが必要であると述べられ、教職員一人一人の

指導力向上とともに、生徒指導に組織的に取り組むことが求められている。

平成29年度の中学校所属の長期研修員を対象として、生徒指導・教育相談に係る校内研修について調

査したところ、生徒指導・教育相談をテーマにした校内研修を継続的に実施している学校は少ないとい

うことが分かった。しかし、実態調査から現場の教職員は、生徒や保護者への対応に困り感を抱えてお

り、生徒や保護者へのより良い対応や、生徒指導・教育相談の課題について、どのように組織で対応し

たらよいのかを知りたいと考えている。また、臨時的任用教職員は他の教職員と一緒に学ぶ機会が少な

く、生徒指導・教育相談についての共通理解を図ることが難しいという現状から、生徒や保護者への対

応に困る場面があることも分かった。これらのことから、教職員一人一人の指導力の向上とともに、生

徒指導・教育相談の課題について組織的に対応することの大切さに気付き、実践に結び付く取組が必要

であると考える。

平成29年度の群馬県総合教育センター３年目経験者研修該当教員に、生徒指導・教育相談について行

った調査では、「生徒への接し方や信頼関係づくり」「保護者との関係づくり」に課題を感じており、「職

場の誰に、どのように相談したらよいか分からない」という実態も浮かび上がった。また、「教職員間

で生徒への関わり方に差を感じる」「生徒指導の組織的な対応が分からない」という実態があることも

分かった。今後、ベテラン教員の大量退職に伴い、若手教員の割合が増加することが予測されることか

ら、現場における実践の中で、ベテラン教員から若手教員へ知識や技術を伝えることが困難になってく

ることが、課題の一つとして挙げられている。群馬県の教員の声からも、学校現場における若手教員の

育成が急務であることが分かった。

教職員が、日常の生徒指導・教育相談の課題や生徒や保護者への対応について共通理解ができるよう

に、生徒との関わりを支援する「サポートブック」を作成する。そして、教職員個人が日常における生

徒との関わりの場面や、校内研修の場面で「サポートブック」を活用できるようにする。また、教職員

の組織で協働する意識を高めることを目指した「校内研修プログラム」を作成する。「校内研修プログ

ラム」は、年度始めに組織全体の共通理解を図るための全体研修を実施する。その後に、教職員個人の

課題に応じた二つの課題別研修を設定し、研修を選択できるようにする。このように、年間を通して生

徒指導・教育相談について教職員同士が学ぶことができるようにしたり、生徒指導・教育相談の課題に

協働して取り組むための内容や方法を共通理解できるようにしたりする。こうした取組が、教職員個人

の生徒指導・教育相談における資質の向上とともに、協働して生徒指導・教育相談の課題に取り組んで

いこうとする意識の高まりにつながると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

中学校教員に向けて、生徒とのより良い関わりを支援するための「サポートブック」を作成する。「サ

ポートブック」を用いた「校内研修プログラム」を実施することが、組織で協働する意識の高まりにつ

ながることを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究内容
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１ 基本的な考え方

(1) 「協働する意識を高める教職員」について

「生徒指導提要」(平成22年３月)では、「教員一人一人の努力を生徒指導の目標の達成につなげ

るには、学校全体の共通理解と取組が不可欠であり、そのためには、生徒指導が学校全体として組

織的、計画的に行われていくことが必要である」と述べている。そこで、本研究においては、「生

徒指導・教育相談の課題が生じたときに、職場の様々な立場の教職員に積極的に相談し、他の教職

員との情報共有や、対応について共通理解を図るなど、一人で抱え込まず組織で課題に取り組もう

とする教職員」と捉える。

(2) 「生徒とのより良い関わり」について

「生徒指導提要」(平成22年３月)では、「自己選択や自己決定の場や機会を与え、その過程にお

いて、教職員が適切に指導や援助を行うことによって、児童生徒を育てていくことにつながる」と

述べている。そこで、本研究においては、「生徒と関わる際に、生徒の思いに寄り添い、その思い

を大切にしながら、生徒が自己決定できる機会を与える関わり」と捉える。

(3) 研究構想図
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２ 教材の概要

(1) 「サポートブック」及び「校内研修プログラム」に係る実態調査の結果と考察

本研究においては、「ぐんま教職員ステージアップシステム」が示すライフステージに合わせて、

基礎形成期に当たる初任から３年目経験者を「若手教員」、資質充実・発展期に当たる10年目経験

者以降を「中堅教員」と捉える。実態調査では、中学校に勤務する若手教員、今後、中学校に勤務

する可能性のある小学校の若手教員、異校種異動者研修該当教員が、生徒指導・教育相談に関して

どのようなことに課題や不安を感じているのか、生徒指導・教育相談で悩んだときに相談しようと

する意識を持っているかを明らかする。また、ミドルリーダー研修該当教員や新任生徒指導主事研

修の講師、長期研修員を対象として、生徒指導・教育相談の場面で、生徒と関わるときに留意して

いることについての調査を行う。これらを踏まえて、「サポートブック」と「校内研修プログラム」

を作成する。

表１ 質問紙調査、聞き取り調査の調査対象者及び調査計画

調査対象 アンケート・聞き取り調査の主な内容 期日

小学校３年目経験者研修該当者(130名）生徒指導・教育相談において、課題や 6月30日～

不安に思うことについて。 7月24日

中学校３年目経験者研修該当者（79名） 生徒指導・教育相談における悩みを誰

に相談するかについて。

異校種異動者研修該当者(11名) 10月19日

ミドルリーダー研修該当者(120名) 生徒や保護者との関わりについて、工 8月 4日

夫したり実践したりしていることにつ

長期研修員(24名） いて。

新任生徒指導主事研修の講師(6名) 生徒指導主事として、他の教職員と協 8月10日

働するために工夫したり実践したりし

ていることについて。

所属校教職員(15名） 校内研修プログラムの検証。 8月～11月

長期研修員(24名)

教育相談研究員(1名)

① 「課題や不安を感じていること」について

生徒指導・教育相談の課題について、「生徒に関して」

84％、「保護者に関して」43％、「教職員に関して」18％

であった（図１）。記述内容を見ると、「生徒に関して」

は「生徒にどのように接して良いか分からない」「信頼関

係が築けるか不安」が最も多かった。次いで、不登校生

徒の対応、生徒間のトラブルの対応、部活動の生徒への

対応であった。「保護者に関して」は、保護者との関係づくりや保護者からのクレームに関するこ

と、「教職員に関して」は、教職員間の連携や生徒指導の温度差に関することが多かった。これら

の結果から、若手教員は、生徒や保護者への関わりに課題を抱えていることが分かった。そこで、

「サポートブック」や「校内研修プログラム」に、生徒や保護者への具体的な関わり方や、教職員

間の連携の方法を取り入れることで、若手教員への課題解決の助言に生かす。

② 「職場における相談」について

若手教員が職場の誰に相談するかについて、「学年の教

員」が79％で最も多いことが分かった（図２）。「相談し

ない」という回答はなかったことから、生徒指導・教育

相談で悩んだときに、職場の同僚に相談することは大切

であることを理解し、実践していることが分かった。し

かし、相談相手は、生徒指導主事・主任が37％、養護教

2%
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その他

課題はない

教職員に関して

保護者に関して

生徒に関して
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その他
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養護教諭
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管理職

学年の教員

図１ 生徒指導・教育相談の課題

図２ 誰に相談するかについて
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堅
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諭が22％であることから、「サポートブック」や「校内研修プログラム」には、学年の教員だけで

なく、職場の様々な立場の教職員に相談を広げることの有効性や、組織的な対応に関する具体的な

方法についても取り入れていく。

③ 「児童生徒に関わるときの工夫」について

ミドルリーダー研修該当教員、新任生徒指導主事研修の講師に対し、生徒指導・教育相談の場面

で児童生徒に関わるときの工夫について、自由記述による調査を行った。最も多かった内容は、「児

童生徒の話をよく聴く」「児童生徒の気持ちを考えながら関わる」であった。この結果から、中堅

教員は、傾聴・受容・共感を日頃から意識し、実践していることが分かった。その他に、「考えを

引き出すようにする」「どうすれば良かったのか、これからどうすれば良いかを一緒に考える」と

いった内容から、児童生徒の自己決定を意識した関わりの工夫も見られた。また、対応する場所や

対応する人数の工夫についての記述も得られた。これらの工夫や実践を、解決や対応のヒントとし

て、「サポートブック」や「校内研修プログラム」に取り入れる。なお、より日常で生かせるよう

に具体的な対応等を提案する。

④ 「組織で対応するという視点での工夫」について

ミドルリーダー研修該当教員と新任生徒指導主事研修の講師に対し、生徒指導・教育相談におい

て、組織で対応するという視点での日頃からの工夫について、自由記述による調査を行った。最も

多かった内容は、職場の同僚（管理職含む）との情報共有であった。また、情報共有を基にして指

導・支援の方向性や役割分担を決定したり、教職員間で共通理解を図ったりしながら対応すること

を日頃から意識し、実践していることが分かった。これらの工夫や実践を、情報共有の方法として、

「サポートブック」や「校内研修プログラム」に取り入れることで、組織的な対応の方法の理解に

つなげていきたい。

(2) 指導支援資料「サポートブック」について

「サポートブック」とは、中学生の指導において、より良い生徒への関わり方を提案した教職員

向けのハンドブックである。 群馬県総合教育センター基幹研修等該当教員へのアンケート調査か

ら明らかになった、生徒指導・教育相談における、生徒との関わり方の課題解決の参考となる助言

や例示を盛り込む。この「サポートブック」が、中堅教員から若手教員に向けて、生徒との関わり

方を伝える役割を果たせると考える。各項目では、課題や悩みに対して、具体的な対応例や対応の

ポイントを提案する（図３）。また、「校内研修プログラム」の中で活用し、研修内容を深めるこ

とや、On the Job Training（以下、OJTと表記する）の一環として、教職員への助言場面で活用す

ることで、教職員の新たな気付きを促したい。

調査結果を実態と

して掲載。アンケー

ト調査から寄せら

れた悩みを掲載。

解決や対応の

ヒントを掲載。

図３ 「サポートブック」の構成

中堅教員への調査

や参考文献から得

た対応等を掲載。
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(3) 「校内研修プログラム」について

① 「校内研修プログラム」の内容と構成

「校内研修プログラム」は、生徒指導・教育相談について年間を通して学べるよう、「共通理解

編」「日常編」「組織編」で構成する。研修時間は１時間とし、ロールプレイやグループワーク等

を取り入れた演習を用い、中堅教員と若手教員との相互成長や、教職員一人一人の多様な気付きを

促すものにしていく。また、すぐに研修を行えるように、せりふが入り、クリックのタイミングが

示された資料を用意した（図４）。「共通理解編」は、全教職員を対象にした内容とし、生徒や保

護者とのより良い関わりのポイントを理解したり、「いじめ防止基本方針」を確認したりすること

で生徒指導・教育相談についての共通理解を図るものにしていく。「日常編」は、若手教員を対象

にした内容とし、演習を通して、生徒とのより良い関わりについての理解を深められるものにして

いく。「組織編」は、中堅教員を対象にした内容とし、ケース会議の進め方など、組織的な対応に

ついて教職員同士の共通理解を図るものにしていく。

「校内研修プログラム」は、生徒指導・教育相談に関する学校の方針について教職員同士の共通

理解を図るために、１学期に「共通理解編」の研修を全教職員を対象に実施し、２学期以降に、教

職員個人の課題に応じて「日常編」と「組織編」の研修を選択できるように構成した。

② 「サポートブック」と「校内研修プログラム」との関連

「校内研修プログラム」で活用する「サポートブック」の項目は以下のとおりである（表２）。

表２ 「校内研修プログラム」に関する「サポートブック」の項目

サ ポ ー ト ブ ッ ク 校内研修プログラムでの活用

章 項 目 概 要 ページ 共通理解編 日常編 組織編

１ 生徒との関わり 中学生（思春期）の特徴 思春期の心の発達の特徴 1 ○

対話を大切にした対応 対応の具体例 2 ○ ○

援助的な関わりを大切にした対応 援助的な関わりの理解 5 ○ ○

生徒との信頼関係を築くために 日頃の取組 8 ○

２ 保護者との関わり 保護者とつながるために 日頃の取組 9 ○

相談や面談の基本 相談や面談の基本 10 ○ ○

電話での対応で気を付けたいこと 電話対応の基本 12 ○ ○

３ 教職員間での関わり 教職員間の連携のために 連携のための心掛け 13 ○

４ その他 部活動での生徒との関わり 日頃の取組と関わり方 15 ○

居心地の良い学級づくり 日頃の取組 18 ○

生徒間のトラブルへの対応 対応の確認 19 ○

１ いじめ問題への対応 いじめ問題への組織的対応 組織と対応の確認 20 ○ ○

いじめ問題の未然防止に向けて 未然防止への取組 22 ○

２ 不登校問題への対応 不登校問題への組織的対応 組織と対応の確認 23 ○ ○

スクリーンに映る

スライド

クリックのタイミング

が分かる★印

せりふがあり、

そのまま話せる

ノート

図４ 校内研修の資料
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不登校問題の未然防止に向けて 未然防止への取組 24 ○

３ みんなで考えましょう ケース会議 ケース会議のポイント 25 ○ ○

事例研究 事例研究の方法 26 ○

Ⅳ 研究の計画と方法

１ 実践の概要

(1) 「校内研修プログラム」の実践について

① 校内研修「共通理解編」

対 象 実施時期 概 要 サポートブック

平成29年度長期研修員 平成29年 8月23日（水） ・生徒や保護者とのより良い関わりを目指し p2～7

た対応を、事例を基に考え全体で交流する。 p9～12

・いじめ問題の対応について、「いじめ防止対 p20、23

所属校教職員 平成29年 8月30日（水） 策推進法」や「学校いじめ防止基本方針」に p25

触れ、共通理解を図る。

② 校内研修「日常編」

対 象 時 期 概 要 サポートブック

平成29年度長期研修員 平成29年10月 4日（水） ・思春期の生徒へのより良い関わりを目指し p1～8

た対応を、日常の生徒との対話を中心に、事 p10～12

所属校教職員 平成29年10月13日（金） 例を基に考え全体で交流する。 p15～19

p22、24

③ 校内研修「組織編」

対 象 時 期 概 要 サポートブック

平成29年度長期研修員 平成29年11月14日（火） ・情報共有の大切さや、情報の活用の仕方に p13、14

ついて、共通理解を図る。 p20、23

所属校教職員 平成29年11月20日（月） ・ケース会議を行い、組織を生かして対応す p25、26

ることのよさについて意見を交流する。

(2) 教員への助言について

① 若手教員に向けて

所属校でのOJTにおいて、配慮を要する生徒への対応を中心に「サポートブック」を用いた助言

を行い、新たな気付きを促す。また、生徒指導全般に関わる不安や悩みに対して、対応策等の助言

を行う。

② 生徒指導主事に向けて

ケース会議の進め方等、協働の仕方について、「サポートブック」を用いて助言を行う。

２ 検証計画

検証の視点 方 法

「サポートブック」の内容は、教職員個人が生徒とのより良い関わ ・研修後のアンケート調査

りを工夫する上で役立ったか。また「校内研修プログラム」の内容の ・個別の聞き取り調査

理解を深めることができたか。

「校内研修プログラム」の内容は、教職員が生徒とのより良い関わ ・研修の様子とシートの記述

りや組織で協働していこうとする意識を高める上で有効であったか。 ・研修後のアンケート調査

年間を通して研修できる「校内研修プログラム」を作成したことは、 ・研修後のアンケート調査

教職員が生徒とのより良い関わりを協働して目指そうとする意識を高 ・個別の聞き取り調査

める上で有効であったか。

対

応

編
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３ 実践

(1) 「校内研修プログラム」の実践

① 校内研修プログラム「共通理解編」の実践

研修内容 時間 研修の様子他

１ ねらいの確認 ２

２ 生徒とのより良い関わりの理解 17

◎ロールプレイ

＜信頼関係を深める対応を考える＞

・信頼関係を深める対応

・信頼関係を深められない対応

３ 居心地の良い学級づくりの理解 ３

４ いじめ等の問題への組織対応につ 15

いての理解

・自校の「学校いじめ防止基本方針」の確認

５ 保護者とのより良い関わりの理解 20

◎ロールプレイ

＜電話での保護者への対応を考える場面＞

・傾聴・受容・共感を意識した対応

・保護者が安心する終わり方

６ 研修のまとめ ３

生徒や保護者への関わりや居心地の良い学級

づくりについて考えていきましょう。

個と集団を育てる取組で学級経営を充実させ

ることが、不登校・いじめの防止につながり

ます。

ケース会議については「組織編」で取り上げ

ます。サポートブック25ページを見てくださ
い。

寄り添ってい

ることが伝わ

る対応だな。

保護者が安心でき

る対応だと思う。

サポートブック9ページを見てください。ほ
かにもこのようなことを心掛けておくと良い

ですね。

・基本的な対応を学んだり、ほかの先生の参考になるものを吸収できて良かっ

・研修の場を設定することで、日頃の生徒への対応について振り返ることができた。

・どの場面も頻繁に起こりうるものなので、実用的だと思う。

ケース会議につ

いて学びたい

電話の最後に保護者の気

持ちに寄り添った言葉を

使うことが難しいので、

参考にしよう。

信頼関係を深める対応で大切なことは、傾聴

・受容・共感です。サポートブックの2～4ペ
ージを見てみましょう。

生徒のことを思って

いることが伝わる。

自校の「いじめ防止基本

方針」を知っておくこと

は大切なことだ。

対応についてよ

く理解できた。

体の向きを変えて話を

することは、とても感

じがいいと思う。
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② 校内研修プログラム「日常編」の実践

研修内容 時間 研修の様子他

１ ねらいの確認 ２

２ 中学生の発達段階の特徴の理解 ５

３ 関わり方のポイントの理解 20

＜より良い関わりを目指した対話＞

・傾聴・受容・共感を意識して

・身振り、手振りを意識して

○援助的な関わりについて

４ より良い関わりを目指した対応 30

◎ロールプレイ

＜提出物が滞っている生徒への対応場面＞

・傾聴・受容・共感を意識して

・自己決定を促すことを意識して ①個人で対応を考える。

＜集団の中での個人への指導場面＞ ②ペアで意見交流をする。

・中学生の発達段階を考慮して ③ロールプレイで発表し、

・毅然とした指導を意識して 全体で共有する。

・受容を意識して

５ 研修のまとめ ３

生徒との信頼関係を築くために、より良い

対応を考えていきましょう。

・日常の自分自身の生徒への対応についての振り返りになった。

・日頃の指導の反省につながり、提案された対応の仕方は納得できた。

より良い関わりのために、発達段階の特徴を知っ

ておくといいですね。サポートブック1ページを
見てください。

ポイントは傾聴・受容・共感です。サポートブッ

ク2～4ページを見てください。

サポートブック5～6ページを見てください。援
助的な関わりも意識しましょう。

・先輩の先生から、いろいろな対応を学ぶことができた。

・担任や教科担当の先生の対応を見ることができて参考になった。

実際に言葉を考える

と難しい。

他の人の対応を見ること

は、勉強になる。もっと

演習をやりたい！

学年全体で合唱練習をしている中で、

制服の第１ボタンを外して練習に参加

している男子生徒への指導場面

なぜ、ボタンを留めて

いないのかな？きちん

とした服装で練習をし

よう。

サポー ト ブ ッ ク

5・ ６ページ

共感が難しいけれど、意識し

て対応するようにしよう。

言葉に出していることが気

持ちの全部ではないんだ。

言葉と反対の気持ちのこともあるん

だ。中学生って、本当に難しい。

対応するときには、表情や声の感

じにも気を付けるようにしよう。
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③ 校内研修プログラム「組織編」の実践

研修内容 時間 研修の様子他

１ ねらいの確認 ２

２ 組織対応と職員間の連携について 16

の理解

３ 情報の活用についての理解 10

○ケース会議について

４ ケース会議についての理解 30

◎ケース会議を体験する

５ 研修のまとめ ２

組織を生かした生徒とのより良い関わり

方について考えていきましょう。

・このような研修をする機会が少ないので、とても勉強になった。

・困ったら、先輩の先生方にどんどん相談するようにしよう。

・日頃から先生方が話し合える環境をつくることが大切であると改めて感じた。

・私たちが、「進んで話し合える」「相談できる」環境をつくるようにしていこう。

サポートブック

1４ページ

いつも情報共有だけで終わってしまっているけ

れど、具体的な対応や役割分担まで決めること

が大切なことなんだ。

連携するためには、日頃から次のようなことを

心掛けておくと良いですね。サポートブックの

14ページを見てください。

情報を活用した取組として「ケース会議」があ

ります。サポートブックの25ページを見てくだ
さい。

情報から何が問題な

のかを考えることが

一番大切なんだな。

たくさんの先生方に相談できる

ように、日頃から関係づくりを

しておくように心掛けよう。
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(2) 教員への助言について

① 若手教員に向けて

４月に実施したC&Sの結果を基に、今後の学級経営について話し合った。C&Sの結果から、学級の

雰囲気や自己肯定感に差があり、学級としてのまとまりにやや欠けていることが分かった。そこで、

配慮を要する生徒と学級全体への対応についてOJTの場面を利用して助言を行った。

ア 配慮を要する生徒への対応についての助言

自己肯定感の低い生徒に対し、チャンス相談等を利用した、個別の声掛けを行っていくことを助

言した。その時に、「傾聴・受容・共感」を心掛けるとよいことを、「サポートブック」を用いて

説明した。若手教員は、「生徒の話をじっくり聴くことができていないので、時間を取り話を聴く

ようにしたいと思います」と話した。

７月に、前回のOJTで助言した、個別の声掛けが必要な生徒へのその後の対応について尋ねた。

すると、話をするきっかけを意図的につくって、なるべく会話をすることを心掛けているとのこと

だった。とても良い取組であることを伝えると、「生活ノートや個人調査票などから話題を見付け、

そこから話すきっかけをつくっています」という言葉が返ってきた。いろいろな方法で生徒理解に

努めていることがうかがえた。

２学期に入り、生徒の様子について尋ねたところ、特に大きな変化はないとのことだった。その

中で、「どの程度のことまでを、保護者に連絡をすればよいの分からないのですが」と相談を受け

た。そこで、「サポートブック」を用いて、保護者との信頼関係を深めるために心掛けるとよいこ

とについて説明し、少しでも気になることがあれば連絡をするほうがよいことを助言した。「気に

なることがあったら、まめに連絡をしようと思います」という言葉が返ってきた。

イ クラス全体の生徒への対応についての助言

C&Sの結果を受けて、目指す学級像について話合いを行ったところ、「自分たちで決めたことに

責任を持って取り組めるクラス、自己決定できるクラスを目指したい」とのことだった。それに向

けてどんなことができるかを話し合ったところ、行事への取組を通して実践したいとのことだった。

そこで、「援助的な関わり」について、「サポートブック」を用いて説明した。若手教員は、「生徒

同士の話合いが滞った時に、援助的な関わりを意識して関わってみようと思います」と話した。

９月の運動会終了後に、運動会に向けてのクラスの取組の様子について尋ねたところ、「自分た

ちから進んで練習しようという生徒が少なく、直前になっても人任せの生徒がいた」とのことだっ

た。そこで、11月に行われる合唱コンクールに向けて、クラスの目標を決めるときに時間を十分取

って話合いをし、目標を決めるまでの過程（自分たちで考え目標を決める）を大切にしてみてはど

うかと助言した。すると、「運動会へ向けては、忙しかったこともあるが、話合いの時間を十分に

取らずに目標を決めてしまったので、今度はしっかり話合いの時間を取りたいと思います」「その

際に、自分たちの力で目標を決められるような関わりを心掛けたいと思います」という言葉が返っ

てきた。

合唱コンクールの２週間前に、生徒の様子について尋ねたところ、「合唱コンクールに向けて練

習をしているが、生徒の意欲が感じられない。どうしたらよいか」とのことだった。そこで、クラ

スで話し合って決めた目標や目的について、確認してはどうかと助言した。若手教員は、「月曜日

の朝の会で話をしてみます」と返した。

合唱コンクール直前に、前回相談を受けた合唱コンクールに向けた、生徒の取組について尋ねた

ところ、「目標や目的について投げ掛けたことで、その後の練習の雰囲気が少し変わったように感

じた」とのことだった。若手教員から、「いつもは自分がいろいろ話してしまうが、今回は投げ掛

けるだけにしてみました」という言葉が返ってきたことから、生徒が主体的に考えるような関わり

を意識していることが感じられた。

② 生徒指導主事に向けて

１学期の終わりに、「教職員で協働するには、どのようにしたらよいですか」と相談を受けた。

そこで、ケース会議について、「サポートブック」を用いて説明した。簡単な事例を基にケース会
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議を体験してもらったところ、「ケース会議の進め方がよく分かりました」という言葉が返ってき

た。そこで、「校内研修プログラム」「組織編」でケース会議の演習があることを伝え、「組織編」

を実施してもらうことにした。

11月に教職員の協働の様子について尋ねたところ、「校内研修プログラム」「組織編」を実施後、

シートを使ってケース会議を実施しているとのことだった。また、「シートを保存して、対応策や

対応の経過を教職員で共有できるようにしています」という言葉が返ってきた。生徒指導主事とし

て、自信を持って組織的な対応を意識した取組ができている様子がうかがえた。

Ⅴ 研究の結果と考察

１ 「サポートブック」の内容の有効性について

長期研修員と所属校教職員へのアンケート調査では、「生徒や保護者と関わる上で役立つと思いま

すか」「研修内容の深まりにつながると思いますか」の二つの質問項目で、88％が「思う」と回答し

た。これは、群馬県総合教育センターで研修を受けた教員へのアンケート調査を基に、学校生活の中

でよくある場面を取り上げ、対応例を具体的に記載し、日常でも活用できるように工夫したことで、

実践につながりやすいものになったことが理由であると考える。また、吹き出しやイラスト等を用い

て、文字での情報量をなるべく少なくしたことで、限られた研修時間の中で活用しやすくなり、研修

内容を深めることにつながったためと考える。

・臨時的任用教職員にとって、このような資料があることで共通理解が図れ、組織的な取組につ

ながる。

・サポートブックを用いて研修することで学校の生徒指導の指針に使え、組織的な取組につなが

る。

・サポートブックがあることで、研修後も学んだことの確認ができる。

アンケート調査の記述から、「サポートブック」が生徒指導・教育相談に関する教職員間の共通理

解や、組織的な対応にも役立つものであることが分かった（図５）。また、若手教員からは、「生徒

と関わるときに、『サポートブック』にある対応の仕方を参考にして話してみようと思う」や「保護

者への電話での対応のときに、『サポートブック』にある、電話の対応例を参考にしてみようと思う」

という声が聞かれたことから、「サポートブック」が日常の生徒や保護者への対応場面で活用できる

と考える。

２ 「校内研修プログラム」の内容の有効性について

若手教員への生徒指導・教育相談に関する課題についての調査の結果を基に、「共通理解編」「日

常編」「組織編」の三つの内容の研修を計画し、実施した。校内研修プログラムの内容の有効性につ

いて、長期研修員、所属校教職員へのアンケート調査の結果を基にまとめる。

「共通理解編」の研修について、「研修内容は、年度の始めに行う内容に適していると思いますか」

「研修内容は生徒や保護者と関わる上で、今後生かせると思いますか」の二つの質問項目で、88％が

「思う」と回答した。研修中に、「いじめ問題への組織対応について理解できた」「保護者の気持ち

に寄り添った言葉を意識して対応しようと思う」などの声が聞かれた。また、ほかの教職員のロール

プレイを見て、「なるほど、参考になる」「あの対応なら保護者も安心する」など気付くことができ

た。これらのことから、生徒や保護者への関わりや組織的な対応について、共通理解を深めている様

子がうかがえた。このように、「共通理解編」の研修内容は、生徒や保護者へのより良い関わりにつ

いて、教職員個人の理解を深めることや、教職員同士の共通理解を図ることに有効であったと考える。

「日常編」の研修について、「研修内容は、生徒と関わる上で今後生かせると思いますか」「研修

内容は生徒への対応について役立つと思いますか」の二つの質問項目で、93％の参加者が「思う」と

回答した。また、「中学生の発達段階の特徴についての理解が深まりましたか」の質問項目で、93％

図５ アンケート調査の記述
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の参加者が「深まった」と回答した。研修前の調査で、中学生の発達段階の特徴を「あまり理解して

いない」と回答した１名の教職員も、研修後は「少し深まった」と回答が変容していることから、発

達段階の特徴について理解の一助になったと考える。アンケート調査の記述から、「日頃の生徒への

対応の振り返りにつながった」「今後に生かしたい」という記述を得た。研修中の様子から、「傾聴

や受容することはできるが、共感することが難しいと感じる。これからは、生徒に対応する時に共感

することを特に意識していきたい」という気付きが見られた。また、ロールプレイを見て、「集団の

中での個人への指導は、配慮が必要であり、対応の難しさを改めて感じた」という声が聞かれたこと

から、これまで何気なく指導していたことについても、生徒への対応の仕方について気を付けようと

いうように、参加した教職員の意識が変化したことが分かる。このように、「日常編」の研修内容は、

生徒へのより良い関わりについて、教職員個人の理解を深めることにつながった。また、ロールプレ

イなどの演習を通して、より良い関わりを考えたことは、生徒指導・教育相談に協働して取り組んで

いこうとする意識を高めることに有効であったと考える。

「組織編」の研修について、「生徒指導・教育相談に組織的に取り組もうと思いましたか」「組織

的な取組の必要性について理解できましたか」の二つの質問項目で、93％の参加者が「思う」「理解

できた」と回答した。研修中の様子から、ケース会議の演習では、「具体的な対応策や担当をはっき

り決めることは、担任として安心する」「こうして、みんなで考えることでより良い対応が考えられ

る」という気付きが見られた。また、アンケート調査の記述から、「ケース会議を演習したことで、

組織で対応する大切さを意識できた」「組織的な対応についての研修は毎年必要だと思う」「ケース

会議を行うときに、関係する教職員がいることが大切だと思った」「様々な課題に組織で対応できる

よう、日頃から相談しやすい環境をつくっていきたい」という気付きが見られた。このように、「組

織編」の研修は、教職員が組織的に対応することの意義や、日頃から相談しやすい職員室の環境をつ

くっていくことが大切であることに気付き、組織的に対応することのよさを感じることに有効であっ

たと考える。

以上の結果から、実態調査を生かした三つの研修は、教職員が生徒や保護者とのより良い関わりの

理解を深め、組織的に対応することのよさに気付き、生徒指導・教育相談に協働して取り組んでいこ

うとする意識を高めることに有効であったと考える。

３ 「校内研修プログラム」の構成に関わる有効性について

「３回の研修を実施したことで、生徒指導・教育相談に組織で取り組んでいこうとする意識を高め

ることにつながりましたか」の質問項目で、95％の参加者が「つながった」と回答し、「このような

研修会があったら参加したいと思いますか」の質問項目で、93％の参加者が「思う」と回答した。

「校内研修プログラム」実践後のアンケート調査の記述では、「組織的な取組が大切であり、必要な

ことだと感じた」「先生方が話し合える環境を作ることも重要だと思った」という意見が書かれてい

た。このことから、教職員が生徒指導・教育相談に係る研修を年間を通して計画的に実施することが、

教職員個人の資質や協働意識の高まりにつながったと考える。

また、「全体研修一つ、選択できる研修二つという研修を組み、年間を通して研修できるように計

画したことについてどう思いますか」の質問項目で、90％の参加者が「非常に良い」と回答した。ま

た、「良い」と回答した中堅教員のアンケート調査の記述では、「若手教員の良いところを学べるの

で、私は全部の研修に参加したい」という意見が書かれていた。若手教員にとっても、中堅教員にと

っても、三つの研修「共通理解編」「日常編」「組織編」が、生徒や保護者とのより良い関わりの理

解や、教職員の協働の意識を高めることに有効であったと考える。また、「全体研修の後、個人の必

要感に応じて研修を選択できることで、前向きな気持ちで研修できる」という声も聞かれ、研修を選

択できる有効性が確認できた。また、「異動してきた教員は不安な気持ちを抱えていると思うので、

このような研修を年間を通して実施し、生徒指導・教育相談に取り組むことはよいと思う」という意

見も得られた。

これらのことから、先生方のニーズに合った研修を、全体研修と選択できる研修という構成で計画
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し実施したことは、生徒指導・教育相談における、教職員個人と組織の資質向上につながったと考え

る。そして、生徒指導・教育相談に係る校内研修を計画的に実施することは、若手教員が中堅教員の

指導技術を学ぶ機会が増えることにもつながり、若手教員と中堅教員の相互成長にもつながると考え

る。

「校内研修プログラム」実践後の、「生徒との対話のときに、特に共感することを大切にしていま

す」といった声や、生徒指導主事からの、「ケース会議のシートを活用し、学年会でミニケース会議

を開いて対応を考えるようになりました」という声から、教職員の生徒指導・教育相談に協働して取

り組んでいこうとする意識の高まりが感じられるとともに、組織的な取組が実践されていることが分

かった。

以上のように、教職員全体で生徒指導・教育相談に係る研修を年間を通して計画的に実施していく

ことで、教職員の生徒や保護者への対応等についての理解や、教職員同士の共通理解が深まり、生徒

へのより良い関わりに向けて、協働する意識を高めることができたと考える。

Ⅵ 研究のまとめ

１ 成果

○ 「校内研修プログラム」を、実態調査から得た課題に基づき作成し、「サポートブック」を活

用し実践したことは、教職員個人の理解を深めることや、組織で協働していこうとする意識を高

めることにつながった。

○ 「サポートブック」を、実態調査から得た課題に基づき作成したことで、教職員が生徒や保護

者へのより良い関わりの工夫に役立つ内容にすることができた。また、研修の中で活用すること

で、「校内研修プログラム」の内容の理解を深めることができた。

○ 「校内研修プログラム」を、年間を通して研修できるように構成し、実践したことで、生徒と

のより良い関わりを協働して目指す意識が高まり、組織で協力して課題に取り組む教職員集団に

なった。

２ 課題

○ 「サポートブック」について、今後も教職員との関わりを通して得た声を生かし、事例を増や

すなど、教職員が日常の指導で困ったときにすぐに活用できるよう、内容の改善・充実を図って

いく必要がある。

○ 「校内研修プログラム」について、選択できる研修を増やすなど、より教職員のニーズに合っ

たものにしていく必要がある。

Ⅶ 提言

○ 生徒指導・教育相談の課題に、組織で協働して取り組もうとする意識を高めるためには、自校

の実態を把握し、生徒指導・教育相談に係る研修を年間を通して計画的、継続的に実施していく

ことが必要である。このような、生徒指導・教育相談について、教職員同士が学び合う環境を整

えることで、生徒や保護者へのより良い関わりや、教職員としての資質向上につながると考える。
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